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■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
運
行
補

助
金
　
　
　
　
７
５
１
万
円

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に
よ

る
移
動
の
自
粛
で
運
輸
収
入

が
減
少
し
て
、
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
る
土
佐
く

ろ
し
お
鉄
道
に
対
し
、
同
鉄

道
は
沿
線
住
民
の
移
動
手
段

な
ど
で
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

安
全
な
運
行
の
確
保
が
必
要

と
の
こ
と
で
修
繕
費
へ
の
補

助
を
行
う
も
の
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
全
体

の
修
繕
額
９
９
３
２
万
円
の

内
の
１
／
２
が
県
、
残
り
の

１
／
２
を
沿
線
７
市
町
村
が

設
定
し
た
負
担
割
り
に
よ
り

負
担
す
る
も
の
。

　
　
今
回
の
補
助
は
、
毎
年

の
基
金
に
よ
る
補
助
と
は
別

物
か
。

　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
に

対
し
て
は
、
以
前
か
ら
基
金

に
よ
る
補
助
を
し
て
い
る
が
、

近
年
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
基
金
が
少
な
く
な
っ
て
来

て
い
る
。
ま
た
、
同
鉄
道
は
、

利
用
者
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

相
当
減
っ
て
お
り
、
計
画
し

て
い
た
事
業
も
行
え
な
い
な

ど
、
経
営
的
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
も
、
修

繕
に
つ
い
て
は
、
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
不
可
欠
な
支
出

な
の
で
、
今
回
、
基
金
に
よ

る
支
援
と
は
別
の
形
で
の
支

援
を
す
る
も
の
。

■
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化

及
び
共
通
化
調
査
委
託
料
　

　
　
　
　
　
　
１
２
３
万
円

　
２
０
２
５
年
度
に
開
始
予

定
の
自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
及
び
共
通
化
に
向
け
て
、

標
準
仕
様
の
固
ま
り
を
受
け

て
、
そ
の
調
査
と
解
析
を
委

託
す
る
も
の
。

　
　
標
準
化
及
び
共
通
化
の

内
容
は
。

　
　
自
治
体
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
現
状
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
が
異
な
る
シ
ス
テ

ム
で
運
用
し
て
い
る
た
め
、

国
の
方
針
で
２
０
２
５
年
度

か
ら
そ
れ
ら
を
統
一
し
、
標

準
化
及
び
共
通
化
を
図
る
も

の
。

■
小
学
校
費
　
８
６
５
万
円

　
小
学
校
関
連
の
電
気
料
。

■
中
学
校
費
　
４
６
３
万
円

　
中
学
校
関
連
の
電
気
料
。

■
社
会
教
育
費

　
　
　
　
　
　
２
３
４
万
円

　
あ
か
つ
き
館
の
電
気
料
。

　
前
記
３
件
は
、
今
年
度
の

電
気
料
の
高
騰
を
受
け
て
追

加
補
正
す
る
も
の
。

●
馬
荷
辺
地
に
係
る

　
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
昨
年
度
策
定
し
た
馬
荷
辺

地
総
合
整
備
計
画
へ
、
当
該

地
区
内
の
湯
屋
橋
の
老
朽
化

に
よ
る
長
寿
命
化
の
補
修
工

事
を
追
加
す
る
計
画
変
更
。

　
　
湯
屋
橋
の
場
所
は
。

　
　
馬
荷
温
泉
の
自
動
販
売

機
の
す
ぐ
そ
ば
の
橋
。

　
な

お
、
辺

地

の

要

件

は
、

当
該
地
区
の
中
心
を
含
む
５

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

内
に
50
人
以
上
が
居
住
。

　
加
え
て
、
役
場
や
駅
な
ど

か
ら
の
距
離
な
ど
の
判
定
項

目
に
よ
る
辺
地
度
点
数
が
１

０
０
点
以
上
で
あ
る
こ
と
で

現
状
、
当
町
で
の
該
当
は
、

馬
荷
地
区
と
熊
野
浦
地
区
、

鈴
地
区
の
３
カ
所
。

　
ま
た
、
辺
地
債
は
起
債
充

当
率
が
１
０
０
％
、
交
付
税

参
入
率
が
80
％
。
ち
な
み
に
、

過
疎
債
は
、
充
当
率
が
１
０

０
％
、
交
付
税
参
入
率
が

70
％
な
の
で
、
辺
地
債
が
よ

り
有
利
と
の
こ
と
。

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

　
　
修
繕
費
に
補
助

町道湯屋線に架かる湯屋橋。左側の白い看板横に

馬荷温泉の自動販売機が（令和４年９月中旬）

地域住民の移動に必要不可欠な

土佐くろしお鉄道

（令和４年９月中旬、土佐入野駅）

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

自
治
体
シ
ス
テ
ム

 

標
準
化
・
共
通
化
へ 

役
場
内
の
作
業
風
景
の
一
例
。

日
々
、
種
々
の
自
治
体
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
行
政
運
営
が

湯
屋
橋
補
修
工
事
を

　
　
　

計
画
に
追
加 

電
気
料
高
騰
で

　
　

大
幅
な
追
加
が


